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１．実施内容 

（１）研修体制の概要 

 

 

                     （外部機関） 

岡山大学・ﾉｰﾄﾙﾀﾞﾑ清心女子大学等  研修協力校 

 

 文部科学省  岡山県教育委員会                   岡山県総合教育ｾﾝﾀｰ 

 

 

               小学校・中学校・中等教育学校・高校の教員 

 

（２）英語教育の状況を踏まえた目標管理 

 小学校においては、児童のコミュニケーション能力の素地の育成を図るため、言語活動を中心

とした一層の授業改善や、教員がクラスルームイングリッシュを使って指導したり、ＡＬＴとの

打合せをしたりするため、教員自身の英語力の向上を図る必要がある。また、次回の学習指導要

領の改訂における第５，６学年での教科化を見据え、次の方策を考えている。 

① 研修協力校の公開授業において、担任が英語をふんだんに使った授業や、言語活動の充実の

ための有効な取組等を具体的に示し、各小学校での指導改善の取組の推進に活かす。また、

研修協力校に、教育課程特例校の指定により教科としての英語を実施している学校を指定し、

次回の学習指導要領の改訂に向けた授業や校内研修等の方向性の共有化を図る。 

② 教員の資質・能力の向上のため英検、TOEFL、TOEIC 等の外部検定試験の受験を働きかける。 

③ 英語教育推進リーダーの実施する研修や研修協力校での研究の効果が高まるよう、総合教育

センターで実施される小学校外国語活動講座やサテライト教室との連携を図る。 

④ 年３回開催される英語教育推進リーダーの研修会には県内小学校の１／３の学校の教員が参

加し、研修内容について各校で伝達を行うための場を設定することを徹底する。 

    

 中学校においては、「生徒の英語による言語活動時間の割合」、「英語担当教員の英語使用状

況」において、昨年より向上したものの目標としている数値を下回っている。また、英語担当教

員の英語力の状況についても、英語能力に関する外部試験において目標とされる級や得点を取得

している教員の割合は全国に比べて低く、増加させる必要がある。更なる授業改善と教員の英語

力の向上を図るため、次の方策を考えている。 

① 英語担当教員の英検、TOEFL、TOEIC 等の外部検定試験の積極的な受験の推進のため、受験に

係る受験料の個人負担金の補助を実施し、受験しやすい環境を整える。 

② 生徒の英検、TOEFL、TOEIC 等の外部検定試験の積極的な受験の推進が図られるよう、市町村

教育委員会、学校を通じて周知する。 

③ 英語教員が自身の英語力を把握し、自己の能力に応じた研鑽を積み、授業改善につなげるた

め、英語教育推進リーダーの研修会に参加する教員全員とその他希望者による TOEIC 受験を

行う。 

④ 年３回開催される英語教育推進リーダーの研修会の機会等を通じて、県内外の「CAN-DO リス

ト」の作成・実践例について県内中学校へ情報提供を行い、平成２８年度中に新しい教科書

に対応した「CAN-DO リスト」を作成するよう強く促す。 

⑤ 研修協力校の公開授業において、言語活動の充実のための有効な取組等を具体的に示し、各

校での指導改善の取組の推進に活かす。 

⑥ 年３回開催される英語教育推進リーダーの研修会の機会等を通じて、「話すこと」及び「書
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くこと」における英語表現能力を評価するためのパフォーマンステストの参考例について情

報提供を行い、未実施の学校及び学年に実施するよう働きかけるとともに、実施している学

校に対してもテストの内容の向上に努めるよう働きかける。 

⑦ 研修協力校の公開授業において、英語による授業の進め方を具体的に示し、授業改善の方向

性の共有を図り、各中学校での取組の推進に活かす。 

⑧ 年３回開催される英語教育推進リーダーの研修会の機会等を通じて、地域ごとに拠点となる                

学校を設け、各学校で自主的、自立的な研修が実施できるよう、研修体制を確立する。推進

リーダーが行った研修では、参加者にアンケートをとるなど研修評価を行う。 

事業成果の把握の指標は次のとおりである。 

① 求められる英語力を有する英語担当教員の割合 

現状は２５％であるが、本事業の助成金を活用し、外部検定の受検を推進するため、検定

の受験料を補助する。平成２９年度には、６０％の教員が求められる英語力を有することを

目指す。 

② 求められる英語力を有する生徒の割合 

現状は、３３％であるが、客観的に英語力を把握するため、外部検定の受検を推進し、平

成２９年度には、５５％の生徒が求められる英語力を有すること目指す。 

③ 学習到達目標の整備状況（設定・公表及び達成状況の把握等の状況） 

設定の現状は、２２％であるが、平成２８年度には、１００％の設定を目指す。 

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間割合 

現状は、５７％であるが、公開授業等でモデルを示すことにより、平成２９年度には７０％

を目指す。 

⑤ パフォーマンステストの実施状況 

現在、パフォーマンステストは、全学年とも９０％以上実施されている。一方で、依然と

して実際には実施されていない学校、学年があることや、実際に実施されている学校でのテ

ストの内容については、「話すこと」はスピーチ、インタビューがほとんどであることから、

今後、研修会等の場面においてプレゼンテーションやディスカッションによる評価について

も推進する。 

⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況 

現状は、４０％であるが、中核教員の研修を活用し、平成２９年度には７０％を目指す。 

⑦ 研修実施回数及び研修受講者数 

   毎年、英語教育推進リーダーによる研修を年３回開催する。平成２８年度研修受講者数と

して約１２０名を予定。 

  

高等学校においては、「生徒の英語による言語活動時間の割合」、「パフォーマンステストの

状況」、「英語担当教員の英語使用状況」において、目標としている数値を大きく下回っている。 

更なる授業改善と評価方法の工夫が必要であり、次の方策を考えている。 

① 平成２７年度に引き続き、全ての県立学校から外国語科教員１名以上が参加する研修を行い、

大学教授等による講義と演習を通して、英語教育の改善を進める。 

② 研修協力校は、中央研修に参加した英語教育推進リーダーの学校を指定し、中央研修の成果

を踏まえた研究に取り組む。また、外部専門機関の岡山大学等の教授とともに事前指導を含

め継続的な指導を行い、公開授業において、生徒の言語活動や英語による授業の進め方等を

具体的に示し、英語教育の改善についての方向性の共有を図り、各高等学校の指導改善の取

組を研究の推進に活かす。 

③ 外国語科教員の更なる資質・能力の向上が必要であり、外国語科教員に英検、TOEFL、TOEIC

等の外部検定試験の受験を推進する。 

④ 平成２５年度に全ての県立高等学校において作成したCAN-DOリストを指導と評価の改善に活

かし、その達成状況を把握し、学習到達目標を、生徒の学習状況を踏まえ必要に応じて見直

し改善を図るよう継続して指導を行う。 

⑤ 本事業の研修効果が高まるよう、総合教育センターで実施される、高等学校外国語科教員対
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象の研修との連携を図る。 

⑥ 高校生が事実や意見などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら

自分の意見を伝えることができる能力の育成を図るために、外国語科教員、生徒を対象にし

たディベート研修会を開催するとともに、高等学校教育研究会英語部会と連携して実施して

いる、高校生英語ディベート大会への参加を推進する。 

⑦ 国で研修を受けた英語教育推進リーダーによる中核教員への研修を活用し、地域ごとに拠点

となる学校を設け、各学校で、自主的、自立的な研修が実施できるよう、研修体制を確立す

る。 

⑧ 「研修の評価方法」としては、授業改善の状況については、毎年定期的に実施している学校

訪問において、授業を実際に観察することにより、改善状況を把握するとともに、目標管理

書に挙げた目標値と達成値を検証し、研修内容・方法等について見直しを行う。 

事業成果の把握の指標は次のとおりである。 

① 求められる英語力を有する英語担当教員の割合 

 現状は５６％であるが、本事業の助成金を活用し、「平成２７年度公立小学校、中学校及

び高等学校における英語教育実施状況調査」において、求められる英語力を有していない担

当教員のいる学校に対し、該当教員を大学教授等による講義と演習に優先的に参加させると

ともに外部検定の受検を推進するため検定の受検料の補助を行い、研修の成果と英語力を測

るために英語力評価テストを受験するよう、学校長に協力を依頼する。平成２９年度には、

７５％の教員が求められる英語力を有することを目指す。 

② 求められる英語力を有する生徒の割合 

 現状は３６％であるが、客観的に英語力を把握するため外部検定の受検を推進し、平成２

９年度には、５５％の生徒が求められる英語力を有することを目指す。 

③ 学習到達目標の整備状況（設定・公表及び達成状況の把握等の状況） 

 設定の現状は、１００％であるが、平成２８年度は、学習指導要領の内容を踏まえた指導

方法や評価方法の工夫・改善に活かすことができるものになるよう改善を進める。公表の現

状は１１％であるが、公表の意義の理解を進め、平成２９年度には７０％を目指す。また、

達成状況の把握の現状は、３３％であるが、ＣＡＮ－ＤＯリストを用いた授業改善の研修を

行い、平成２９年度には７０％を目指す。 

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合 

 現状は、３５％であるが、公開授業等でモデルを示すことにより、平成２９年度には８０％

を目指す。 

⑤ パフォーマンステストの実施状況 

 現状は、パフォーマンス評価の実施率が低く、ペーパーテストによる評価が重視されてい

る傾向がある。パフォーマンス評価については、大学教授の研修を継続して行い、意義、実

施方法について意識を高める。 

⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況 

 現状は、２４％であるが、中核教員研修等を活用し、平成２９年度には１００％を目指す。 

⑨ 英語担当教員に対する研修実施回数、研修受講者数 

   外部機関と連携した研修を年１回、研修協力校での研究授業を各校１回開催する。外部機

関と連係した研修には各校１名以上の参加とし、研修協力校の研究授業には、各校どちらか

の研究授業に参加することとする。中央研修を終了した研修リーダーによる研修については、

県下の全県立高等学校を２グループに分け３日間実施する。研修実施回数は６回、研修受講

者数は２４０名を目指す。 
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（３）研修の体系と内容の具体 

・小学校教員研修（英語教育推進リーダーによる研修等 年３回実施） 

対象    ：岡山県の小学校１００校から各校１名の参加（県内小学校の約１／３） 

  研修目的・内容：英語教育推進リーダーによる研修 年３回 １４時間実施          

第１日 英語教育推進リーダーによる研修 ５時間 

第２日 英語教育推進リーダーによる研修 ６時間 

第３日 英語教育推進リーダーによる研修 ３時間 

                            研修協力校における実践発表 

  ※研修後は参加者に対しアンケートを行う。また、参加者に対し英語力評価テストの受験を 

     促す。 

※各学校からの参加者は、勤務校において、研修内容について校内研修を実施し、他の教員

と研修内容を共有する。 

・中学校教員研修（英語教育推進リーダーによる研修等 年３回実施） 

対象      ：岡山県の中学校約１２０校から各校１名の参加 

    研修目的・内容：英語教育推進リーダーによる研修 年３回 １４時間実施  

第１日 英語教育推進リーダーによる研修 ５時間 

第２日 英語教育推進リーダーによる研修 ３時間 

    TOEIC 受験 

第３日 英語教育推進リーダーによる研修 ６時間 

※研修後は参加者に対しアンケートを行う。また、参加者に対し英語力評価テストの受験を 

     推進する。 

  ※各学校からの参加者は、勤務校において、研修内容について校内研修を実施し、他の英語

担当教員と研修内容を共有する。 

・高等学校英語教員研修（外部機関からの大学教授等による講義・演習 年１回実施） 

対象       ：岡山県の全県立高等学校から各校１名以上の参加 

  研修目的・内容 ：大学教授等による講義・演習  

「言語活動の評価について（仮題）」 

関西大学 教授 今井 裕之 

公開授業・研究協議（研修協力校 各１回開催 どちらかに参加） 

英語教育推進リーダーによる研修（Ｂグループ ２日実施 Ｃグループ １日実施） 

  ※各学校からの参加者は、勤務校において研修内容について校内研修を実施し、他の外国語

科の教員と研修内容を共有する。 

 

小・中学校では、平成 29 年度についても、同様の構成の研修を実施する。小学校においては

H30 までに県下全小学校の担当教員が、中学校においては、毎年県下全中学校の英語教員が研修

に参加することとする。「研修の評価方法」としては、市町村教育委員会が行う学校訪問で授業

を実際に観察し、改善状況を把握するよう市町村教育委員会に依頼する。 

高等学校においても、平成 29年度に、同様の構成の研修を実施し、岡山県の県下の外国語科教

員全員が研修に参加することとする。「研修の評価方法」としては、授業改善の状況については、

毎年定期的に実施している学校訪問において、授業を実際に観察することにより改善状況を把握

するとともに、求められる英語力を有していない担当教員のいる学校に対し、該当教員を大学教

授等による講義に優先的に参加させ、英語力評価テストを受験するよう、学校長に協力を依頼し、

研修の成果及び英語力を把握するなど、ＰＤＣＡサイクルの構築を図る。 
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（４）年間事業計画 

月 都道府県等の取組 外部専門機関等 

４月 

  

５月 

  

６月 

・英語教育推進リーダーによる研修第１日（小・中学校） 

・中学校英語研修講座第１日（総合教育センター） 

・高等学校英語研修講座第１日（総合教育センター） 

・高等学校英語教員研修 

・研修協力校公開授業事

前研修（小・中学校） 

７月 

・英語教育推進リーダーによる研修第２日（高等学校Ａ）  

８月 

・英語教育推進リーダーによる研修第２日（小・中学校） 

・小学校外国語活動研修講座第１・２日（総合教育センター） 

・中学校英語研修講座第２・３日（総合教育センター） 

・高等学校英語研修講座第２・３日（総合教育センター） 

・岡山県高校生英語ディベート研修会 

 

９月 

  

１０月 

・英語教育推進リーダーによる研修第３日（高等学校Ａ） 

・小学校外国語活動研修講座第３日（総合教育センター） 

・岡山県高校生英語ディベート大会 

・研修協力校公開授業事

前研修（高等学校） 

１１月 

・英語教育推進リーダーによる研修第３日（小・中学校） 

 

・研修協力校公開授業・

研究協議（中・高等学

校） 

１２月 

  

１月 

・英語教育推進リーダーによる研修第１日（高等学校Ｂ） ・研修協力校公開授業・

研究協議（小学校） 

２月 

  

３月 

  

【その他の取組】 

 



（様式10）目標管理書

※表中、斜線部は記入不要。計画段階では目標値のみ記入。

H25

校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

① 求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 53 60 51 65 56 70 75
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 34 40 36 45 36 50 55
③ 学習到達目標の整備状況　　設定（％）　 14 100 100 100 100 100 100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  公表（％） 2 10 13 30 11 50 70
                                         達成状況の把握（％） 5 10 34 30 33 50 70

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 34 50 33 60 35 70 80
⑤ パフォーマンステストの実施状況 　　　コミュニケーション英語Ⅰ 3 1 5 5

　　　スピーキングテスト（回）　　　　　   コミュニケーション英語Ⅱ　 3 0 5 5
                                                   コミュニケーション英語Ⅲ　 3 0 5 5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英語表現Ⅰ 3 0 5 5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英語表現Ⅱ 3 0 5 5
　　　ライティングテスト（回）　　　　　  　コミュニケーション英語Ⅰ 3 0 5 5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コミュニケーション英語Ⅱ 3 0 5 5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コミュニケーション英語Ⅲ 3 0 5 5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英語表現Ⅰ 3 0 5 5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英語表現Ⅱ 3 1 5 5

⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 34 75 24 85 100
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 5 5 6 6 6 6

研修受講者数 240 226 240 208 240 240

H25
校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

① 求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 23 30 18 40 25 50 60
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 32 40 35 45 33 50 55
③ 学習到達目標の整備状況　　設定（％）　 16 25 18 50 22 100 100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  公表（％） 2 5 3 10 5 20 30
                                        達成状況の把握（％） 10 20 8 30 6 40 50

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 35 40 39 50 57 60 70
⑤ パフォーマンステストの実施状況　スピーキングテスト（回） 3 3 3 4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ライティングテスト（回） 2 1 2 3
⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 23 40 40 55 70
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 2 2 3 3 3 3

研修受講者数 240 221 240 289 240 240

H25
校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

⑦ 相応の英語力を有する小学校教員の割合（％） 10
⑧ 小学校教員に対する研修実施回数 2 2 3 3 3 3

研修受講者数 200 181 200 312 200 200

H25
独自 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

H26 H27 H28 H29

小
学
校

H26 H27 H28 H29

高
等
学
校

H26 H27 H28 H29

中
学
校

都道府県等
教育委員会名

岡山県教育委員会

H26 H27 H28 H29


